






要約:HBe 抗原陽性の母親から出生した児 320 例に母子感染予防処置を行なった。長期追跡

結果では、キャリアとなったのは 12 例で、子宮内感染例 2 例を含めてもキャリア化率は

3.8%であった。しかし、HBc抗体は、出生直後にHBIGの筋注と静注用を併用した群では3.4%、

筋注のみの群では 27.5%に 1才以降にも陽性であった。2才時に HBc 抗体が陰性であっても

3才以降になって HBc 抗体が出現する例もおよそ 20%に認められた。 


